
図 -3   Thread ネットワーク構築デバイス

図 -1　スマートバンドを用いたリアルタイム健康管理と遠隔問診システムの構想
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図 -2  脈拍・血中酸素飽和度の評価指標
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１. 背景・目的
　近年，地球温暖化により気象災害が激甚化・頻発しており，今後
想定される大規模地震への備えが不可欠である。大規模な自然災
害が発生したときは，避難所が開かれ多くの被災者が避難所での
生活を強いられることになる。その際に，避難所における高齢者や
慢性疾患患者は生活環境の悪化やストレスによって体調悪化しやす
いという課題がある。実際に令和元年房総半島台風では，通信の
途絶に加え，台風被災による酷暑の中の長期断水・停電から体調
を崩す事例が見られた。しかし，避難所スタッフは，物資管理や情
報収集，衛生管理など多くのタスクが存在するため，避難者の体
調の悪化を早期に発見し，治療へと結び付けることはマンパワーの
観点から難しい。また，巡回医がそのフォローにあたることもある
が，同時多発的な災害においては交通路の遮断や避難所の移動に
伴う医師の身体的負担や時間の浪費が課題として存在する。そこで，
本プロジェクトでは，生体信号の一部を取得できるスマートバンドを
用いて健康状態の管理と音声通話による医師との問診を可能にする
ことで，避難者の症状悪化を防ぐことを目的とする。

2. 活動内容
　本稿では，このプロジェクト実現に向けて策定した全体構想と，
その実現に向けて第 1 段階として取り組んだ避難所で用いるネット
ワークに関する評価結果について報告する。まず，本プロジェクト
の全体構想を図 -1 に示す。本構想では，避難所における高齢者や
慢性疾患を抱える方など，特に体調が悪化しやすい人を対象に，本
取り組みで制作するスマートバンドを着用してもらうことを想定して
いる。このスマートバンドを用いることで，脈拍や血中酸素飽和度

（SpO2）などの生体情報をリアルタイムに取得し，客観的かつ定量
的に着用者の健康状態を把握することが可能となる。さらに，避
難所内では近年スマートホーム向け低消費電力通信として注目され
ている IoT 向け低消費電力ネットワークである Thread を利用する。

このことによって，デバイスのバッテリー消費を最小限に抑え，スマー
トバンドの長時間連続使用を可能にする。取得した生体データは，
この Thread ネットワークを通じて避難所内の管理者 PC へリアル
タイムで送信されるため，避難所スタッフは各避難者の健康状態を
継続的にモニタリングできる。これにより，体調の悪化が見られた
避難者を早期に発見し，必要に応じて迅速な対応を行うことが可能
となる。また，必要に応じて，スマートバンドからインターネットを
通じて外部の医療機関と音声通話を用いた遠隔問診を行えるように
することで，着用者と巡回医の双方にとって身体的負担や時間の浪
費を改善することができると考える。
　次に，脈拍および血中酸素飽和度の評価指標について，図 -2 に
示す。今回の取り組みでは，着用者の脈拍および血中酸素飽和度
をこの図の数値を基に判定し，健康状態の管理を行う。この評価
指標に示されている数値は，実際に医療現場で用いられている値
であるため，本取り組みにおいても適用可能であると考えた。
　最後に，避難所で使用するネットワークである Thread の通信
速度を検証するために用いたデバイスを図 -3 に示す。このデバイス
は，避難所内でスマートバンドから取得した情報を送受信する際に
必要となるものである。実験では，Thread ネットワークを構築可
能なデバイス 2 台を用いて通信を行い，その通信速度を測定した。
予備実験的な取り組みであるが，短距離での通信において最大で
55kbps，安定時には 45kbps を確保できることが確認された。現
在，音声通話の実現に約 10kbps 程度の帯域幅を見込んでいるた
め，今後は避難所を想定した距離での通信実験や音声通話を安定
的に行う条件等の確認が必要になるものと考える。

３. 成果と課題
　本年度は，全体構想のまとめとシステムの構築にあたって必要な
デバイスの選定と技術の選定を行い，2024 年 11 月 17 日の大井区
民祭で報告した。また，プロトタイプのデバイスを用いたThread ネッ

トワークの動作検証を行い，有用性の確認を実施した。一方，現
時点では部分的な構築，検証がメインになっているため，システム
を統合した上での実証実験を行えるように来年に向けて開発を進め
ていく必要がある。
　今後は，遠隔問診システムの実現に向けて，Thread ネットワー
クを活用した音声通話の実装に注力して取り組む予定である。その
ため，Thread を用いた通信品質を評価するための予備実験を実施
し，通信速度および通信範囲を測定したうえで，音声データの送受
信が問題なく行えるかを確認する。その結果を基に，避難所におい
て Thread ネットワークが有効に機能するかを検証する予定である。
併せて，スマートバンドを用いて脈拍および血中酸素飽和度の測定
を行い，取得された数値に計測上の問題がないかを確認する予定
である。

４．総括
  本プロジェクトでは，令和元年房総半島台風で発生した交通網，
電力，通信の途絶による地域の孤立に対して ICT による支援を模索
してきた。2022 ～ 2023 年度の取り組みでは，安否確認の迅速な
共有をテーマにした。具体的には，省電力性を備えて行政区単位
で運用が可能であり，必要に応じて衛星も利用することが可能な安
否情報共有ネットワークの設計と試作を行い，学会発表や修士論
文の形でその成果をまとめた。また，2024 年度は，避難所におけ
る生活環境の悪化やストレスによって高齢者や慢性疾患患者の体調
悪化の把握を補助する仕組みの提案を行った。今後，有用な取り
組みを事業化する「地域課題解決アプリ・システム開発プロジェクト」
へプロジェクト活動を統合することで，地域に還元しやすい仕組み
づくりへと発展させる予定である。　
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